
臨海副都心 花と緑のおもてなしプロジェクト２０１８　開催概要書

 

    

　　

１ 目  的 

  ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの競技会場が多く立地する臨海地域において、国内の造園・種苗・園芸関連企業や団体が真夏に満開となるサマーガーデンを造り、 

 その技術を蓄積して２年後の本大会開催に向け国内外へ情報発信するとともに、多くの来園者に楽しんでいただき地域や業界の活性化を図る。 
 

２ 内  容  
（１）おもてなしガーデン 

  ① テーマ    日本でつくられた花で「おもてなし」の心を伝えよう。 

          ―サマーガーデンの拠点化と魅力の伝導― 

  ② 期  間    ６月～９月末（ガーデンは６月２９日（金）までに制作）  

  ③ 場 所     シンボルプロムナード公園「夢の広場」、「石と光の広場」、その他（別紙 案内図参照） 

  ④ ガーデン    

   ○ 規  模   全体で約２，７００㎡  

          「夢の広場」基本形 １区画 ４ｍ×４ｍ＝１６㎡ 日当たり良好 全体で約２，５３８㎡  

          「石と光の広場」基本形 １区画 2.43ｍ×2.43ｍ≒６㎡ 半日蔭 全体で約７１㎡ 

          「ウエストパークブリッジ」 平均幅0.7ｍ×延長１３０ｍ＝９１㎡ 日当たり良好 

 

  

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

     ○ ガーデンの種類 

     ・トライアルガーデン：夏場の過酷な生育環境に対し、適合した苗を選定するための育成試験を行う。 

                     お台場おもてなしセレクション2018として夏花の競技会を実施し優秀品種を表彰する。 

      ・修景ガーデン：耐暑性がある推奨品種の苗を活用し、夏花の利用方法などを提案・アピールする。 

   

   ⑤ ガーデンづくり 

   ○ 参 加 者  各関係の上位団体に声掛けを行うほか、個別団体に参加を依頼する。 

           各団体の得意な分野を事務局が結び付け、参画の輪を広げる。 

  

 

 

 

    

 

 

 

   

   

  

  

   

 

（２）スポーツ＆フラワーフェスタ 
  ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックへの気運を盛り上げるとともに、本プロジェクトの周知及び魅力 

 向上を図るため、スポーツ体験や五輪開催会場の修景提案、都及び県産花卉展示、各種ワークショップ、物産展等 

 「花きとスポーツ」の普及や振興と地域文化交流を融合させたイベントを開催。 

  ① 開催日時 ８月25日（土）26日（日）   

  ② 来場者数 ２万人 

  ③ 内  容 （案） 

      ○ スポーツ振興イベント 

      ○ 花のワークショップや展示販売（入門者～専門家向け） 

      ○ 植物に関する講習会やガーデンガイドツアー（入門者～専門家向け） 

       

 

３ 主 催 者  臨海副都心「花と緑」のイベント実行委員会 事務局：東京港埠頭株式会社 

 

４ スケジュール  

       2018年 １月12日 第１回説明会開催（おもてなしプロジェクト実施概要説明）   

          ４月13日 第２回説明会開催（おもてなしガーデン参加要綱・制作に関する説明） 

          ６月15日 第３回説明会開催（イベント企画説明）   

          ６月中旬 おもてなしガーデン制作  

          ８月25・26日 スポーツ＆フラワーフェスタ開催・サマーガーデン用植物勉強会開催 

          10月上旬 全体の振返り及び評価等報告会の開催 

 

 ⑧ その他  

  ○ 参加費用 土地使用料及び看板制作設置は無料。植付け、撤去及び日常管理は原則、事務局で実施。

    ○ 参加証明 参加団体と実行委員会との間で「協定書」を締結する。 

  ○ ガーデンデザイン  
   ・トライアルガーデン②は、夏花の競技会（地植え部門）を開催。（詳細は別紙参照）                 

   ・修景ガーデンは、出展団体毎に割り当てられた区画に推奨品種などを用い「用途提案」などを実施。 

     先駆的なデザインや技法を積極的に導入し、業界関係者や都民、来訪者へのアピールにつなげる。 

    期間中、公園利用者やwebでの人気投票を実施し表彰。 

   ・修景③エリアに過去のおもてなしセレクション受賞品種見本園を制作・展示し、受賞品種を広くPRする。 

  ○ 各種トライアルの実施（詳細は別紙参照） 
   ・植栽トライアル（コンテナ部門）：人工地盤上での緑化修景に関する実証実験（コンテナ部門）を実施。 

   ・コンテナ（プランター）トライアル：人工地盤上における植栽容器としての性能を検証。 

      ・培養土トライアル（新規）：同じ植栽環境下で同じ植物を用い、生育の違いにより培養土の性能を検証。 

  ○ ジャパンフラワーセレクション入賞品種見本園（新規） 
   ・おもてなしセレクション以外の優れた品種を紹介するとともに、ブランドプロモーションとして活用。 

  ○ 暑熱対策トライアル 
    ・交流広場にて、緑陰と休憩施設やミスト施設、草花による修景を融合した施設を設置し、効果を検証する。 

    ○ 区 画 割  トライアルガーデン②は、１区画（約１㎡）に1品種を植栽。割付は事務局で決定。 

         修景ガーデンは、原則各団体１区画（約16㎡）とし、割付けは事務局で決定。 

    ○ 土壌改良 特にトライアル②は、植栽環境に差異が生じないよう土壌改良を実施する予定。 

    ○ 全体空間演出 区画割に淡路瓦を使用、修景ガーデンの区画間にイネを植栽し「和」演出する予定。

  ○ サマーガーデン用植物勉強会（新規） 
   ・本プロジェクトで培ったノウハウや情報を関係者に公表する機会を8月上旬に開催する予定。 

 ⑥ 維持管理：灌水 １回／週、除草・花柄摘み １回／２週、苗の経過観察 １回／２週 原則、事務局が担当。 

 ⑦ 評  価 第三者評価（農業試験場の職員・市場関係者・園芸研究家・行政の６名）を期間中３回実施。 


